
近年，半導体技術の進歩によりLSIの高集積化が進み，システ

ムを構成する複数のLSIをワンチップ化したシステムLSIの要求が高

まっています。しかし一方では，システムLSIの開発期間の長期化

や，さまざまなシステム機能をワンチップにするための開発リスクの

増大が問題になっています。また，異なる地域での分散設計によ

るデータ・進捗管理も問題となっており，設計環境の革新が求めら

れています。

当社では，このような要求にお応えするため，画期的なシステム

LSI設計開発統合環境「IPSymphony」を開発しました。

IPSymphonyは，システムLSIを短期間に，かつ効率よく設計

するための統合ネットワーク設計環境です。基本技術であるWBE

（Web Based Engineering）・CSI（Common Software

Interface）・環境定義の適用により，次のようなことが容易に実

現できます。

WW（World Wide）設計環境推進→ネットワーク設計環境

管理機能充実　　　　　　　 →デザインマネジメント

設計効率改善　　　　　　　　 →短TAT設計フロー

操作性向上

これらにより，大幅な設計期間の短縮が可能です。例えば300

万ゲートのシステムLSIを設計する場合，仕様設計からマスクデー

タ作成まで，従来は６ヵ月必要でしたが，３ヵ月に短縮することが

できます。

図１にIPSymphonyの概念図を示します。

次に，IPSymphonyの基本技術についてご説明します。
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WBE

WBEは汎用的なWebブラウザを利用し，世界各地の設計拠点

で同時に設計を進めることができる技術です。

図２・図３にシステム構成例を示します。

CSI

システムLSIの開発・設計に必要な，さまざまなデータの連携を実

現するための共通インタフェース仕様です。

環境定義

IPSymphonyでは，設計データ・ライブラリ環境が自動で設定さ

れるため，設計者は環境設定を意識することなく設計を進めること

ができます。

技術解説

システムLSI設計開発統合環境
IPSymphony
WBE（Web Based Engineering）やCSI（Common Software

Interface），環境定義などの技術の適用で，ネットワーク設計

環境やデザインマネジメント，短TAT設計フローを実現し，

システムLSIの開発・設計期間を大幅に短縮できます。

概　　要

基本技術

操作性向上 管理機能充実 

WW設計環境推進 設計効率改善 

IPSymphony

WBE 
（Web Based  
Engineering） 

CSI 
（Common Software  

Interface） 

環境定義 

図１　IPSymphony概念図

背　　景



IPSymphonyを導入することで，お客様には次のようなメリットが

あります。

経営幹部

・分散ネットワーク設計環境により，開発リソースの有効活用が可

能になります。

・技術者の水平分業化を推進し，各々のエキスパートによる高効

率な設計TATを期待できます。
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特　　長

IPSymphony

お客様「国内」デザインセンタA お客様「海外」デザインセンタB

ワークステーション ジョブ実行サーバ 

WEBサーバ 
システムLSI- 

デザインメソドロジ 
（デザインフロー） 

WWW 
ブラウザ 

ワークステーション 

WWW 
ブラウザ 

アーカイブサーバ 

デザインデータ 
ライブラリ 

ファイル管理 
デザイン 
ステップ1

レイアウト 
etc.

デザイン 
ステップN

ネットワーク 

図２　システム構成例
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図３　システム構成例（将来型）



やり直しなど，無駄な作業時間を減らせます。

当社では，IPSymphonyをコミュニケーション・ツールプラットフォ

ームとして活用し，さらに洗練された設計環境へと育成していく所

存です。今後の展開としては，次のことを計画しています。

最新設計手法のリアルタイムな組込み

・大規模・高速化に対応した最新ツール・設計フローの組込み

・上流設計フロー（Co-Design，Co-Verification）の組込み

・半導体技術の進歩による，微細化問題（Signal Integrity）を

解決するための設計フローの組込み

設計フローのカスタマイズ

お客様の開発される応用製品ごとに設計フローは異なります。ア

プリケーションごとの設計フローをパッケージ化し，IPSymphonyの

バリエーションとしてご提供します。

さらに，お客様のご提案による設計フローの組込みや，最適な

設計環境のサポートのご要求にお応えします。

IP-Highway

IPの資産流用のチャネルであるIP-HighwayとIPSymphonyをリ

ンクし，IPの利用を容易にします。 ■

・ワークステーション・ソフトウエアの稼働率が把握でき，最適な投

資の判断材料が得られます。

設計幹部

・複数の開発プロジェクトの進捗をWeb上で把握できます。

・国内の開発プロジェクトだけでなく，海外との共同プロジェクトも

可能です。

・世界中どこからでも，ネットワーク経由で最新の開発進捗を知る

ことができます。

・IPSymphony上からオンラインレポートを簡単に発行できるため，

問題の発生から対処までの情報を共有化できます。

図４にオンラインレポートの例を示します。

設計担当

・システムLSIの設計に集中し，最大の設計生産性をあげること

ができます。

・複雑なツールの起動や手順は設計フローという形で提供してお

り，次に行うべき作業が大変わかり易くなっています。

図５に設計フローの例を示します。

・ドキュメントやノウハウもオンラインマニュアル化されており，定期

的に更新された最新情報を利用することができます。

図６にオンラインマニュアルの例を示します。

・複数の地域でチーム設計をした場合でも，容易に設計データの

版数管理ができます。このため，版数の取り違いによる作業の
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IPSymphony

図４　オンラインレポート

今後の展開
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IPSymphony

図５　設計フロー

図６　オンラインマニュアル


